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アンゴラ共和国月報 
２０１６年６月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●ドス・サントス大統領及び閣僚によるモシコ州訪問（２２日）。 

【外交】 

●ルアンダにてＩＣＧＬＲ（大湖地域国際会議）首脳級会合開催（１４日）。 

●カントリーマン米国務次官がアンゴラを来訪（１５日）。 

【経済】 

●IMF への EFF 要請の撤回（３０日）。 

●イザベル・ドス・サントス氏のソナンゴル社取締役会会長就任（２日）。 

内政 

１ 地方選挙遅延の可能性 

（１）国内行政国家戦略において策定され

た日程表によれば，国内行政省は未だ選出

された地方政府の設置と財源の策定を計

画する段階にある。 

（２）アンゴラは，３０年に亘る紛争終結

後，２回の統一選挙を行い，来年後半に３

回目の選挙を予定している。しかし，当初

２０１４年に予定されていた地方選挙は

更に遅延する見込み。国内行政省は現在行

政区の境界を再調査しており，伝統的首長

を公的な政体に組み込む方途を探ってお

り，本件は２０２１年まで完了できないと

言われている（EIU 6/14）。 

２ ＭＰＬＡとＵＮＩＴＡの衝突 

（１）５月２５日，野党・ＵＮＩＴＡの議

員団がベンゲラ州クバル市を往訪した際

に，ＵＮＩＴＡの党員と，与党・ＭＰＬＡ

の青年部・ＪＭＰＬＡを中心とする幹部と

の間で衝突が発生。３名が死亡し，警官を

含む数名が負傷。同ＵＮＩＴＡの議員団を

率いていたＵＮＩＴＡ上層部の人物であ

るアダルベルト・ダ・コスタ・ジュニオー

ル（Adalberto da Costa Júnior）氏によ

れば，ＵＮＩＴＡ議員団の乗用車は投石さ

れ，道のりを様々な手段でふさがれたとの

こと。その後，ＵＮＩＴＡの議員団が地元

住民に話しかけようとしたところ，ＪＭＰ

ＬＡのメンバーと報道されている若者た

ちが，鉈を含む多様な武器を手にＵＮＩＴ

Ａの国会議員に対峙した。 

（２）イザイアス・サマクヴァ・ＵＮＩＴ

Ａ党首は，ＵＮＩＴＡの議員の保護に消極

的であった地元警察，及びＵＮＩＴＡ議員

への襲撃に参加した治安部門を批難。内務

省は，ＵＮＩＴＡからの批判を沈静化する

ために，詳細な事件の調査をすると発表し

た。しかし，国営メディアの幾つかは，旅

程を事前に公開しなかったとしてＵＮＩ

ＴＡをすでに批判(EIU 6/1)。 

３ 国営メディアへの補助金 

（１）２０１４年にアンゴラ政府が２２の

公社に対して割り当てた補助金１１億１

５００万ドルの補助金の内，２４％に相当

する２億６７００万ドルがＲＮＡ（アンゴ
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ラ国営ラジオ），ＴＰＡ（アンゴラ国営放

送），及びジョルナル・デ・アンゴラ紙に

割り当てられた。これは，鉄道公社各社へ

の補助金の４．５倍以上に相当。ＥＮＤＥ

（アンゴラ電力公社）に対しては，全体の

５０％以上が割り当てられた（EX 6/24）。 

４ 大統領によるモシコ州訪問 

ア ２２日，モシコ州ルエナ市にて，閣僚

級経済委員会及び実体経済委員会の合同

会合が開催された。同会合にてドス・サン

トス大統領は，国家予算上の財政リソース

の不足は，現実の国家的問題であるが，怠

惰もしくは低い生産性の言い訳にはなら

ないとした。 

イ モシコ州訪問中，ドス・サントス大統

領は，木材の生産及び輸出に注力する必要

性を訴えるとともに，蜂蜜及び米の輸出の

可能性も指摘。モシコ州は既に，年間７万

トンの米を零細農業のみで生産している。 

ウ ドス・サントス大統領はまた，本年１

月以降，ソナンゴル社からアンゴラ政府の

国庫に収入が入金されておらず，ソナンゴ

ル社は国庫入金を行う状態にないと表明

した。また，国庫歳入の６０％を占める石

油関連収入が無ければ，主な歳入源は関税

となると強調した（JA 6/23）。 

５ ＦＬＥＣのリーダーの死 

 ３日，フランスのパリにて，カビンダ解

放戦線（ＦＬＥＣ）の創始者にして長年の

リーダーであったンズィタ・ヘンリケス・

ティアゴ氏が８８歳で死去。アンゴラ政府

と同戦線の間に，新たな対話の可能性が生

じている（EIU 6/7）。 

６ 保健副大臣及び大統領顧問の任命 

（１）カルロス・アルベルト・マセッカ

（Carlos Alberto Masseca）を保健副大臣

の職より罷免。 

（２）エレウテリオ・ヒヴィリクワ

（Eleuterio Hivilikwa）を保健副大臣に

任命。 

（３）コンスタンティナ・ペレイラ・マシ

ャード・フルタード（Constantina Pereira 

Machado Furtado）を保健副大臣に任命。 

（４）大統領顧問の任命 

 アントニオ・マヌエル・モイセス・ピン

ト（Antonio Manuel Moises Pinto）を，

経済担当大統領顧問に任命（JA 6/3）。 

 

外交 

１ 日アンゴラ関係 

（１）外務省アジア・大洋州局のサムエ

ル・クーニャ局長は，ガンビアのバンジュ

ールにて開催されたＴＩＣＡＤⅥに向け

た閣僚級準備会合の機会に，丸山則夫アフ

リカ部長と技術協力協定の署名の日程の

可能性につき協議。同協定は，アンゴラに

おけるＪＩＣＡのステータスを規定する

（EX 6/24）。 

（２）サテック繊維工場 

ア １９９３年から操業停止状態にあっ

たドンド市のサテック繊維工場は，日アン

ゴラ二国間協力関係の目的の下実現され

た日本政府によるファイナンスを受けた

計画により，本年８月に生産を再開する。 

イ 本件計画の商業化及び計画担当課長

の七尾亮氏は，本件クワンザ・ノルテ州の

繊維工場に加えて，既にルアンダ州及びベ

ンゲラ州にて同様の計画が完了しており，

その予算の総額は１０億ドルであると語

った。 

ウ サテック繊維工場は一月あたり，１８

万着のセーター，１５万着のシャツ，４８
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万メートルのジーンズ生地を生産するキ

ャパシティを有する。七尾氏はまた，同工

場は，機械の運営，織物，染色，裁断及び

裁縫，運営，食堂及び清掃の各分野で１５

００人の直接雇用を創出すると強調した。

同氏はまた，現在同工場は機械のオペレー

ションを担当する技師の育成を行ってお

り，機械の据え付けは完了しているため，

本年８月に同工場を稼働開始できると語

った（JA 6/16）。 

２ 米アンゴラ関係 

（１）カントリーマン米国務次官がアンゴ

ラを来訪。外務省との面談の後，同米国務

次官はメディアに対し，核兵器不拡散の分

野における米アンゴラ二国間協力の継続

のために今般来訪したと語った。本件は，

昨年１１月のシコティ外務大臣とジョ

ン・ケリー国務長官の会談の際に議論され

た。 

（２）対北朝鮮姿勢 

ア シコティ外務大臣及びカントリーマ

ン米国務次官は，北朝鮮が核兵器関連計画

を拡張するために資金を活用すること，北

朝鮮による武器の獲得，及び同国が核兵器

を使用することに反対する内容の，アフリ

カ諸国を含む国連加盟国による決議を支

持した。 

イ 同次官はまた，オバマ米大統領は，米

国とロシアの間で核兵器保有の数を削減

するべく懸命に取り組んでいると述べた

（JA 6/16）。 

３ 韓国・アンゴラ関係 

（１）２８日，金東燦（キム・ドンチャン，

Kim Dong-Chang）駐アンゴラ韓国大使はヴ

ィセンテ副大統領を表敬訪問し，韓国企業

による石油産業以外の分野におけるアン

ゴラの経済開発及び工業化への寄与の可

能性を表明した。 

（２）同大使は副大統領との会談の後，韓

国企業を農業，漁業，畜産業，及び綿花生

産の各分野に呼び込むことで，石油以外の

産業を再興することは可能であると語っ

た。 

（３）同大使と副大統領との会談では，保

健分野及び国際場裡での協力に関しても

議論がもたれた。同大使は，二国間の協力

は主として政治及び安全保障分野に亘る

ものであるが，経済分野における強力で包

括的な協調も模索しているとし，アンゴラ

にはビジネスチャンスが豊富にあると強

調した。 

（４）同大使はまた，アンゴラにおける韓

国のプレゼンスは，自動車，技術，農業開

発プロジェクトへの支援，及び軍幹部の人

材育成の分野に亘ると語った。アンゴラは

現在，韓国の自動車メーカー，電子部品等

製品の大口消費国。人材育成とともに，ア

ンゴラへの韓国企業の工場の招致等を強

化していくと語った。現在，アンゴラでは

５０社の韓国企業が操業している。 

（５）同大使は，アンゴラが国連安保理に

おける非常任理事国として，北朝鮮への制

裁に関し重要な役割を果たすことを期待

している旨表明した。 

（６）黄熱病のアウトブレークに際し，韓

国はアンゴラに対して，黄熱病ワクチンの

追加購入のために財政支援を行った。 

（７）韓国からアンゴラへの輸出総額は１

９億５０００万ドル，アンゴラから韓国へ

の輸出総額は１億５０００万ドルと見積

もられている。 

（８）２８日，同大使はロウレンソ国防大
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臣とも会談し，アンゴラと防衛分野におけ

る協調をする用意があると表明。同大臣と

の会談では，特にロウレンソ国防大臣によ

る訪韓の日程について議論された。同大使

は，同大臣訪韓は，未定であるものの，二

国間合意を結ぶ上で一助となり得ると語

った。 

（９）二国間関係の強化のために，韓国は

韓国・アンゴラ友好議連を設置した。Lee 

Hag Jae 同議連会長は昨年アンゴラを訪問

し，アンゴラが数年の内に世界の大国の一

つとなると確信したと語った（JA 6/29）。 

４ 伊・アンゴラ関係 

（１）フロレンシオ・デ・アルメイダ駐イ

タリア・アンゴラ大使は，ロウレンソ国防

大臣によるイタリア訪問は，防衛及び安全

保障の分野における二国間関係の新しい

時代の幕開けとなり，現存の協力関係に新

しいダイナミズムを与えたと評した。同大

使はまた，２０１３年１１月に二国間で署

名された防衛分野における合意に言及し，

協力分野は海軍及び陸軍に拡大されたと

発表。また，イタリアは，アンゴラの政治

的安定性を揺るがす行動に与しないと強

調。 

（２）ロウレンソ国防大臣はローマにて，

イタリアの防衛産業及びイタリアでのア

ンゴラ軍人の人材育成に対する関心を表

明。イタリアは，１９７７年に二国間委員

会を設立する覚書に署名し，アンゴラの独

立を承認した最初の西欧国家（JA 6/21）。 

５ ＡＵ・アンゴラ関係 

（１）第２７回アフリカ連合首脳級会合に

て開催されるＡＵ委員長選挙が，２０１７

年１月まで遅延される見通し。１８日，シ

コティ外務大臣は，ＥＣＯＷＡＳ（西アフ

リカ諸国経済共同体）が，コンセンサスを

得た候補者がいないことを理由に，同委員

長選挙の延期を要請したと述べた。同外務

大臣はまた，ＡＵは右を受け入れる可能性

があると述べた。ＥＣＯＷＡＳは１５カ国

から構成され，同共同体の要請は，３分の

２以上の得票を獲得する候補者がいない

ことを意味する。 

（２）シコティ外務大臣はまた，アンゴラ

がメンバーであるＳＡＤＣは，ウガンダと

赤道ギニアの各候補を支持しておらず，Ａ

Ｕ委員長選が１月まで延期される可能性

は高いと説明した。アンゴラを含むＳＡＤ

Ｃ諸国は当初，ペロノミ・ヴェルソン・モ

イトイ・ボツワナ外務大臣への支持を表明

していた。 

（３）ズマ南ア大統領の元夫人で，現職の

ドラミニ・ズマＡＵ委員長は現在６７歳で

再選は不可能（JA 6/19）。 

６ 国連・アンゴラ関係 

（１）イェレミッチ候補による支持要請 

 １０日，ドス・サントス大統領は，セル

ビアのイェレミッチ国連事務総長候補の

支持要請のための表敬訪問を受けた。イェ

レミッチ候補は，両国の素晴らしい関係を

期待していると語った。また，アフリカを

訪問することは非常に光栄であり，セルビ

ア外相及び国連総会議長時代には５０回

以上アフリカに来たことがあると述べた

（JA 6/11）。 

（２）中央アフリカ及び南スーダン 

 １９日，シコティ外務大臣は，アンゴラ

とエジプトは，国連安保理における非常任

理事国を務めるアフリカ諸国として，中央

アフリカ共和国と南スーダンへの武器禁

輸措置の撤回に向けて協調していくと語
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った（JA 6/20）。 

７ ＩＣＧＬＲ・アンゴラ関係 

（１）１４日，ＩＣＧＬＲ（大湖地域国際

会議）首脳級会合が，ブルンジ及びコンゴ

（民）の危機的状況を分析する目的の下，

ルアンダで開催された。 

（２）９日，シコティ外務大臣は，これま

での会合とは異なり，今次会合には多くの

首脳が参加を表明し，強い関与を示してい

ると語った。また，同大臣は，ブラザヴィ

ル，ブジュンブラ，カルトゥム，ダルエサ

ラーム，ジュバ，キンシャサ，カンパラ，

キガリ，及びナイロビを訪問したアウグス

ト外務副大臣の仕事を賞賛した（JA 6/10）。 

（３）１５日，ＩＣＧＬＲはプレス・リリ

ースを発表。ＩＣＧＬＲメンバー国及びア

フリカに対して，国連安保理非常任理事国

が中央アフリカ共和国に課した武器禁輸

措置を撤回する旨への支持を要請した（AA 

6/15）。 

（４）ＩＣＧＬＲ（大湖地域国際会議）の

事務局長にケニア人であるザカリー・ムブ

リ・ムイタ（Zachary Muburi-Muita）氏が

就任。ムイタ新ＩＣＧＬＲ事務局長は，Ｉ

ＣＧＬＲメンバー諸国のリーダーととも

に，紛争の影響下にあるブルンジやコンゴ

（民）等の大湖地域における紛争を終結さ

せるために協働すると発表した。また，同

事務局長は，大湖地域諸国の経済成長を促

進するために，国際的なパートナーと協働

するとの意図を表明した（JA 6/16）。 

８ その他 

（１） 新任大使の信任状捧呈 

ア １０日，ドス・サントス大統領は，５

名のアフリカ諸国の大使を含む新大使の

信任状捧呈式を執り行った。 

イ エチオピア大使，ソマリア大使，中央

アフリカ大使，ブルキナファソ大使，南ス

ーダン大使，オーストラリア大使，チリ大

使はアンゴラに駐在していない。 

ウ ＩＣＧＬＲ（大湖地域国際会議）のメ

ンバー国である南スーダン及び中央アフ

リカ共和国は，今回初めてアンゴラに大使

派遣することになった。 

エ ９日，９名の新大使による信任状捧呈

式が行われた。赤道ギニア，モーリタニア，

サハラ・アラブ民主共和国，イタリア，デ

ンマーク，韓国，インドネシアの各国大使

は，アンゴラに駐在している（JA 6/11）。 

（２）キンバリープロセス議長の表敬訪問 

 ２３日，キンバリープロセスの現職議長

かつ１万２千社からなるＤＭＣＣ（ドバ

イ・マルチコモディティセンター）のセン

ター長であるアハマド・ビン・スラーイェ

ン（Ahmed Bin Sulayen）氏が，ドス・サ

ントス大統領を表敬訪問した。ドス・サン

トス大統領は，キンバリープロセスの議長

に対して，中央アフリカ共和国のダイヤモ

ンド産業振興のために支援することを要

請するとともに，アンゴラは本件で中央ア

フリカ共和国に援助する用意があると語

った（JA 6/24）。 

（３）軍事アタッシェの着任 

 ２２日，ジョゼ・カエタノ・デ・ソウザ

（Zé Grande）将軍兼国防省国際交流局長

はナイジェリア及びジンバブエの新軍事

アタッシェの着任に際する表敬訪問を受

けた。同将軍は，ギニア湾の防衛における

二国間の協力関係に言及し，アンゴラとナ

イジェリアの政治・外交関係は緊密である

と評価した。また，同将軍は，ジンバブエ

とアンゴラの二国間関係は独立戦争の時
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代から続く長いものであり，ジンバブエの

軍事アタッシェの着任により，一層強化さ

れるであろうと語った（JA 6/23）。 

（４）キューバ・アンゴラ関係 

 ２日，ギゼラ・ガルシア・リヴェラ駐ア

ンゴラ・キューバ大使は，ロウレンソ国防

大臣を表敬訪問。会談後，同大使はプレス

に対して，二国間協力合意の枠組みでキュ

ーバから派遣されている医師及び教師が，

給料が支払われていないためにキューバ

に帰還していると語った（JA 6/3）。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１）物価 

ア 国家統計院（INE）が発表したルアンダ市

における 5 月期のインフレ率は 29.23％。昨

年同月発表のインフレ率と比較して 20.37pp

上昇した。月間物価上昇率は 3.46％。 

イ 物価指数が前月比で最も上昇したのは

アルコール飲料及びタバコ（4.72%）。次いで，

食品及び非アルコール飲料(4.49%），保健

（3.33%）。品目ごとの価格では，４月から５月

に か け て ， 砂 糖 が 25.34% ， 小 麦 パ ン が

24,25%上昇した(EX 6/17)。 

（２）金利 

ア ６月３０日に開催された第５６回金融政

策委員会（ＣＰＭ）は，政策金利のＢＮＡ基礎

利率（Ｔａｘａ ＢＮＡ）を，前月から 2pp 引上げ

年率 16.00％と発表。銀行間取引利率ＬＵＩＢ

ＯＲのオーバーナイト物は年率 14.00％から

13.92%に引き下げ。 

イ 流動性吸収ファシリティ（市中銀行がＢＮ

Ａに預けている準備預金に対する利率）は

年率 2.25%から 7.25%に引上げ。 

ウ 限界貸出ファシリティ（BNA から市中銀

行への貸付金利）は年率 16.00%から 20.00%

に引上げ。 

（３）為替市場 

６月末，為替相場は USD１＝165,06AKZ

で推移（対前月比変更なし）。 

２ 金融・銀行 

（１） ユーロ債財源の使途 

 ２０１５年１１月，アンゴラ政府は１５億ユー

ロ相当のユーロ債を発行した。満期は１０年，

金利は９．５％，毎年５月１２日及び１１月１２

日に弁済がなされる。同ユーロ債による財

源は，ビエ州，クワンザ・スル州，クワンザ・

ノルテ州，クネネ州，ウアンボ州，ウイラ州，

ルンダ・ノルテ州，モシコ州，ウイジェ州，ザ

イレ州における電力網及び２１の新規水道

設備の整備に投じられることが，６月８日付

け大統領令により定められた（EX 6/24）。 

（２） IMF への EFF 要請の撤回 

 ドス・サントス大統領は，アンゴラはもはや

EFF（拡大ファンドファシリティ）を必要としな

いと発表。IMF のスポークスマンであるゲリ

ー・ライス氏は，アンゴラの大統領は IMF に

対して，EFF のコンテクストではなく，四条協

議のコンテクストで対話を継続するとの決定

を伝達越したと発表（PB 6/30）。  

３ 貿易・投資 

（１） アンゴラの貿易年鑑２０１５ 

ア ２０１５年，アンゴラの輸出総額は３．９兆

クワンザで，輸入総額は２兆クワンザであっ

た。１．９兆クワンザの貿易黒字となった。 

イ 国家統計院（ＩＮＥ）発表のデータによれ

ば，２０１５年におけるアンゴラの最大の輸

入元は中国で，輸入総額は３３６９億クワン

ザ（前年比-9.8%）。次点がポルトガルで，輸

入総額は２９４３億クワンザ（前年比-34.2%）。

３位が韓国で，１５４４億クワンザ（前年比
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+205.7%）。 

ウ ２０１５年，アンゴラの最大の輸出先は中

国で，輸出総額は１兆７０５３億クワンザ（前

年比-37%）。次点がインドで，３１５３億クワン

ザ（前年比-28.9%）。３位がスペインで，２６４

３億クワンザ（前年比-27.9%）。 

エ ２０１５年，アンゴラが主として輸出した

のは燃料で，全体の９７％を占める３兆８０６

１億クワンザ（前年比-32.5%）。農産物の輸

出は５８億クワンザ（前年比+17.2%）で，鉱物

資 源 の 輸 出 は １ １ 億 ク ワ ン ザ （ 前 年 比

+50.6%）。 

オ ２０１５年，アンゴラが主として輸入した

のは機械設備及び部品で，５５３４億クワン

ザ（前年比-16.1%）。次点が金属一般で２５４

４億クワンザ（前年比-20.6%）。３位が乗り物

及び運輸用部品で１２８８億クワンザ（前年

比-64.5%）（EX 6/24）。 

（２） Profae(政府専用機刷新計画) 

 向こう数年間の間に，アンゴラ政府は１８０

億クワンザを政府専用機刷新計画（Plano de 

Renovação da Frota Aérea do Estado）に投

ずる計画を有する。同計画においては，６機

の航空機を新規に購入するとともに，現在

使用されている９機の売却がなされる（EX 

6/24）。 

４ 石油・ガス 

（１）アンゴラＬＮＧ再開 

ア ６月６日，アンゴラＬＮＧ（Angola LNG）は，

２０１４年４月以降の漏電等の技術的問題に

起因する２年間の中断を経て，ＬＮＧ（液化

天然ガス）の最初の積み荷の入札を公示。７

月，フル稼働に戻る前に，アンゴラＬＮＧは設

備点検を受ける予定。 

イ ３月，アンゴラはフランスのＥＤＦとの間に

ＬＮＧの売買契約を結んだと公表。しかし，デ

ィールは船荷ごとのフレキシブルな契約であ

り，最低量のガスの購入も保証するもので

はない。 

ウ １００億米ドルを投じて建設されたアンゴ

ラＬＮＧは，理論値で年間５２０万トンのＬＮＧ

生産能力及び３６万立法メートルの貯蔵能

力を有する（EIU 6/10）。 

（２）オランダのＶｉｔｏｌ社とのＬＮＧ販売合意 

 オランダのＶｉｔｏｌ社とアンゴラＬＮＧ社の間

に，ＬＮＧの最初の船荷の販売合意が結ば

れた。積み荷は，Sonangol Sambizanga 号に

て液化された１６万１千立方メートルのＬＮＧ

（EX 6/24）。 

（３） BP 社，アンゴラへの投資継続 

 BP 社はアンゴラに対して既に２７０億ドル

の投資を行っており，次の１０年間も探査及

び開発の分野に投資を継続するとジョルナ

ル・デ・アンゴラ紙に寄せたコミュニケにて発

表。同社は，９０年代よりアンゴラの深海層

の権利の多くを有する（JA 6/13）。 

（４） クワンザ流域のガス田 

 ２１日，ソナンゴル社は２０／１１鉱区にお

けるプレソルト層のガス田が，商業的に利用

可能となる可能性があると発表。同ガス田

は８．１３億バレルの原油に相当するガスを

埋蔵していると予測されている（EX 6/24）。 

５ マクロ経済の動向 

（１）世銀によるアンゴラの成長率予測 

 世界銀行は，２０１６年のグローバル経済

アウトルックにて，アンゴラ経済は本年スタ

グネーションの状態を維持し，ＧＤＰ成長率

は，過去２３年間で最も低い０．９％との予測

を発表した（EX 6/17）。 

６ TAAG への EU 圏内運行許可 

EU 航空安全保障局（EU Aviation Security 

Agency）は，TAAG（アンゴラ航空）に対して
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TCO（第三国運行業者）のステータスを承認

し た 。 本件 により ， TAAG のボー イ ング

777-200ER 機 ， 777-300ER 機 ， 及 び

737-700 機は，欧州のいかなる国にも発着

することが可能となった。同社は既に，ポル

トガルのリスボンとポルト発着便を有する

（EX 6/24）。 

７ ソナンゴル社改革 

（１）ソナンゴル社経営陣の人事刷新 

ア ドス・サントス大統領は，石油セクターの

新しい経営モデルの承認に続いて，ソナンゴ

ル社の経営陣の人事刷新を発表。 

イ  ソ ナ ン ゴ ル 社 の 取 締 役 会 会 長

（Presidente do Conselho de Administracao）

兼 非 常 勤 取 締 役 (Administradora nao 

Executiva)に，イザベル・ドス・サントス氏を

任命。 

（２）所信表明の概要 

ア イザベル・ドス・サントス氏は，ソナンゴル

社の取締役会会長就任に際し，世界経済の

難局に直面するソナンゴル社が到達しようと

する目標を，所信表明にて発表。 

イ 同氏は，今日の戦略的優先事項は，コス

ト削減，利益の増加，及び競争力の獲得で

あ る と し ， 変 革 計 画 （ Programa de 

Transformacao）を策定した。 

ウ 変革計画の柱は以下のとおり。 

（ア）アンゴラの産油セクターの国際的競争

力増強のための生産コスト削減，及び資源

活用の最適化。 

（イ）ソナンゴル社の収益性及び株主（国家）

への配当の増加。 

（ウ）経営の透明性を確保し，会計報告及び

コーポレートガバナンスの国際的なスタンダ

ードを採用。 

（エ）中長期的に，供給会社及びその他石油

産業におけるパートナー企業との関係を改

善。 

（オ）アンゴラ社会におけるソナンゴルＥＰ社

が有する決定的な役割という責任を促進す

る。 

（３）新しい取締役会による「変革計画」

（Programa de Transformacao）を支援するた

め，各専門領域で多大な名声を有する，ボ

ストン・コンサルティング・グループ（ＢＣＧ），

ＰｗＣ，及びヴィエイラ・デ・アルメイダ＆アソ

シアードス（Vieira de Almeida & Associados）

の３つのコンサル会社が選出された（JA 

6/3）。 

（４）ドス・サントス大統領は，国営石油会社

ソナンゴル社の取締役会のメンバーを罷免

し，長女イザベル・ドス・サントス氏を代わり

に任命した。本件人事は，同社及び経営の

非効率性と低い原油価格により経営難に陥

っている同社の子会社網の改革の最中に実

行された。ドス・サントス氏は，銀行，テレコミ

ュニケーション，ダイヤモンド，及び小売業に

またがる巨大なビジネス帝国を有するため

に，アンゴラにおいて尊敬されると同時に批

判されている。 

（５）ソナンゴル社の元ＣＥＯ・フランシスコ・

デ ・レモス ・ジョ ゼ・マリア（ Francisco de 

Lemos Jose Maria）氏は，新しい取締役会の

メンバーではない。アナベラ・ソアレス・デ・ブ

リト・ダ・フォンセカ（Anabela Soares de Brito 

da Fonseca）氏，及びフェルナンド・ロベルト

氏（Fernando Roberto）といった長年の取締

役も同様にメンバーではなくなった。 

（６）イザベル・ドス・サントス氏は，石油・天

然ガス分野での経験がほとんどないにも関

わらず，ソナンゴル社の非常勤取締役兼取

締役会会長（non-executive administrator 
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and board president）となる。 

（７）２０１３年から探査及び原油生産担当の

執行役を務めていたパウリノ・フェルナンド・

デ ・ カ ル ヴ ァ ー リ ョ ・ ジ ェ ロ ニ モ （ Paulino 

Fernando de Calvalho Geronimo）氏は執行

委員会委員長（president of the executive 

committee）となる。 

（８）非常勤取締役のジョゼ・ギメ（Jose Gime）

氏，及びアンドレ・レロ（Andre Lelo）氏は，こ

れまでにも同役職に就いていた。サルジュ・

ライクンダリア（Sarju Raikundalia）氏は，アン

ゴラのＰｗＣのパートナーであり，非アンゴラ

国民で初めて取締役員となった。 

（９）ＥＩＵの所見 

 いかにして引退するかは未だ定まっていな

いものの，本年初頭にドス・サントス大統領

は，２０１８年に現役から退くと発表した。同

大統領の年長の子ども２名を枢軸的な政府

役職に据えることは，ドス・サントス大統領が

実際に政治を引退すると仮定しても，大統領

府から退いてより後も，相当の影響力維持

を試みるであろうことを示唆する。同大統領

は以前にも，同様の引退声明を発表した後

に撤回したことがある（EIU 6/3）。 

（１０）６日，イザベル・ドス・サントス氏は，

NOS 社，SGPS 社，ポルトガル BIC 銀行，及

び Efacec Power Solutions 社の取締役の職

を辞すと発表した（JA 6/7）。
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